
別記様式（第２条関係）

会 議 結 果 報 告 書

令和６年１０月４日

会議の名称
志木市公共施設等マネジメント検討委員会幹事会

（令和６年度第２回）

開 催 日 時 令和６年１０月４日（金） １４時００分～１５時００分

開 催 場 所 大会議室３－３

出席者委員

【幹事会メンバー】
幹事長：渋谷公共施設マネジメント推進室長
幹事：深町行政管理課長、尾﨑人事課長、佐野市民活動推進課長、
的場共生社会推進課長、飯田子ども支援課副課長、園原都市計画課
長、加藤建築開発課長、松田政策推進課長、佐藤上下水道総務課長、
成田教育総務課長、清水会計課主席主幹

（計１３人）

欠席者職氏名

川幡財政課長、小日向議会事務局次長、中原選挙管理委員会事務局

次長兼監査委員事務局次長

（計 ３人）

説明員職氏名
渋谷公共施設マネジメント推進室長

（計 １人）

議 題
志木市公共施設等マネジメント戦略（志木市公共施設等総合管理計
画）の改訂（素案）及び志木市公共施設適正配置計画（第Ⅱ期個別施
設計画）の策定（素案）について

結 果
本幹事会の結果を１０月８日の検討委員会に諮り、その内容を踏
まえて、パブリックコメントを実施する。

事務局職員職氏名

松田政策推進課長、渋谷公共施設マネジメント推進室長、中森公共

施設マネジメント推進室副室長、浅見公共施設マネジメント推進

室主席主幹、岩男公共施設マネジメント推進室主査、村山公共施設

マネジメント推進室主事

その他必要事項



会議内容の記録（会議経過、結論等）

１ 開会

幹事長が会議の開会を告げる。

２ 審議事項

・志木市公共施設等マネジメント戦略（志木市公共施設等総合管理計画）の改訂

（素案）及び志木市公共施設適正配置計画（第Ⅱ期個別施設計画）の策定（素案）

について

渋谷公共施設マネジメント推進室長より資料に基づき説明をした。

●概要

（１）志木市公共施設等マネジメント戦略の改訂に係る主な変更点

①対象施設一覧の更新

②更新費用の中期将来予測の更新（令和７年度～令和１６年度）

③公共施設マネジメントの実績（平成２７年度～令和５年度）

④「公共施設等の管理に関する基本的な考え方」の実施方針の追加

・「脱炭素化の推進方針」の追加

⑤公共施設の個別方針の更新

（２）志木市公共施設適正配置計画第Ⅰ期からの主な変更点

①目標数値の更新

・第Ⅱ期におけるマネジメント方策に則り、削減目標面積と削減率を算出

し、目標数値を更新。

②対象施設一覧の表記方法変更

・機能別から施設別に表記方法変更。

③「限界年数」の設定の一部変更

・学校施設について、「志木市学校施設長寿命化計画」に基づき、限界耐

用年数を 80 年として設定。

④用途別の実施プログラムの更新

幹事：志木市公共施設等マネジメント戦略に記載の「公共施設マネジメントの実績」

について、何年度時点の実績なのか不明瞭である。

事務局：令和５年度時点であることがわかるように表記を変更する。



備考 会議内容の記録には、発言者の立場を明記するとともに、発言の趣旨が容易

に理解できるよう簡潔明瞭に記載すること。

幹事：志木市公共施設等マネジメント戦略に記載の「公共施設マネジメントの実績」

について、庁舎のマネジメント方策が備考に記載されていない。

事務局：備考に建替を実施した旨を記載する。

幹事：施設の構造によっては、設定されている改修限界年度、耐用限界年度の以前

に、マネジメント方策等を実施する必要もでてくる。

事務局：これまでも必要に応じて、改修限界年度、耐用限界年度に限らず、マネジメ

ント方策等の検討は行ってきたが、第Ⅱ期個別施設計画においては、その旨

を明記することとする。

●結論

本幹事会の結果を１０月８日の検討委員会に諮り、その内容を踏まえて、パブリッ

クコメントを実施する。

３ 閉会


